
区 分 履 行 状 況
未履行事項について

の実施計画

設 置 時

（２６年４月）

（１）両学科の関係について
混乱する懸念があることか
ら、どのような理念や特色の
もとに、両学科が同一学部の
中に置かれているかについて
整理し、全ての関係者がその
相違を理解できるよう適切に
周知すること。

留意事項

統一的な学部コンセプトの
もとに両学科が並存してい
ることの意味・意義を大
学・学部広報誌等で説明を
行うとともに、両学科共通
科目である入門ゼミナール
を利用し、7月に学部開設記
念式典及び記念シンポジウ
ムを関係者及び学部生列席
のもと実施した。また12月
に矢田前神戸市長の講演
会、1月に阪神淡路大震災20
年の学生参加型学部統一シ
ンポジウムを開催し、それ
ぞれ一般市民にも開放し、
学部理念と両学科の特徴を
説明する機会を設けた。こ
の学部統一シンポジウムは
2015年度にも開催する準備
を行っている。

（２）現代社会学科では「日
常あるいは平常時の地域社会
諸側面における課題」、社会
防災学科では「非常時への事
前・事後の社会的な備えの対
応に関する諸課題」を解決で
きる人材養成をそれぞれ掲げ
ているが、平常時であっても
リスクに備える必要があり、
非常時であっても平時からの
地域社会活動が意味を持つな
ど、平常時と非常時で単純に
区分し難い側面があるため、
養成する人材像を再構築し、
それを反映した教育課程につ
いて不断に検証しつつ、特色
ある教育課程の充実に努める
こと。

留意事項

全学レベルの自己点検評価
委員、両学科教員からなる
学部内自己点検評価小委員
によって自己点検がなさ
れ、その中でいわゆる学部
教育理念に基づいたAP、
CP、DPについては現状はそ
の周知と広報が優先的にな
されるべき段階であり、養
成する人材像を含んだその
再検討及びそれに基づいた
具体的なカリキュラムの変
更は2018年度以降の実施に
向けてやや長い目で学部及
び両学科内で検討すること
で合意を見ている。
ただし、指摘にもあるよう
に、両学科の養成人材像が
相互補完的であることは認
識されており、学部共通科
目を通して、また学部統一
的なシンポジウムの開催等
により、お互いの学科内容
の共通性にふれる機会の提
供を積極的に展開してい
る。

１．本学部に現代社会学科と
社会防災学科の２学科を設置
する理念、特色について整理
し、特に以下の点について受
験生等全ての関係者が理解で
きるよう適切に周知するとと
もに、教育課程の充実に努め
ること。

６ 留意事項等に対する履行状況等

留 意 事 項 等
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